
周知の工夫

組織的アプローチ



そもそも・・・

【利用者にとって】
 理解をサポートする
 混乱を未然に防ぐ
 視覚的手がかりを使って、適切に情報に焦点をあてるのを助ける
 情報に注意集中し、効率的に学習する手助けをする
 自立するために、自分で行動するのを助ける

【支援者にとって】
 支援の理解をサポートする
 支援の混乱を未然に防ぐ
 視覚的手がかりを使って、適切に情報に焦点をあてるのを助ける
 支援を一人で行えるために、自分で行動するのを助ける
 振り返って支援内容を確認することを手助けする

「分かりやすさ」の工夫なしに、強度行動障害支援もチームプレイも難しい

⇕
構造化された環境は、利用者にとっても支援者にとっても分かりやすい



周知の工夫｜支援手順書



利用者にとっては指示書
職員にとっては個別の支
援手順書

利用者にとっては、自立的
に生活や活動を行うツール
職員にとっては、統一した
支援を提供できるツール

「この通りに行動すればちゃ
んとできる。」
「この指示書に沿ってもらえ
ば利用者が安定安心でき
る。」







周知の工夫｜日々の情報（日誌以外）



周知の工夫｜PCとネットワーク



事業所としての体制

組織的アプローチ



職場あるある｜チームが作れない

理想は上司の号令（更に理想は事業所長の号令）

「困っている利用者さん、一人の支援も十分に

できない職場が、どうして他の利用者の支援が

できるか。みんなで〇〇さんの支援をしよう。」

現実には・・・

□ 上司に課題意識がない： 「仕方がないよ。」「何もしなくてよいよ。」

□ 上司からの号令があっても、同僚や部下が非協力的：

「何をしても無駄。」「特別扱いはできない。」「仕事が増えるからイヤ。」

□ ・・・何か職場で、私だけういている
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情報共有化のpoint｜チームプレイ

 いつ（支援する時間）

 誰が（支援する人）

 どこで（支援する場所）

 何を、どうする（支援内容）

 いつまで（支援期間と評価日）

 記録表（書式、チェックのしやすさ）

構造化された支援環境であることが大前提。文書やミーティングのみの周知

は現実的に難しい（できない）。構造化は利用者にも職員にも有効



 チームの方針を決めておく

 支援内容をマニュアル化する

 担当者を１人だけにしない

 定期的にミーティングを開催する

 定期的に外部との事例検討会を設ける

 相談や愚痴等、言える場所を設ける

マネジメントのpoint｜支援チーム



広範囲な連携

組織的アプローチ



利用者の生活をチームで支援する

■ 継続的な支援の実現には、複数人で支援を行う必要がある

■ 効果的な支援の実現には、一貫した支援が必要（チーム支援）

■ 行動障害の軽減は、本人、関係者達にとって望ましいこと

■ 目指すべきは自立した生活（楽しみのある、豊かな生活）

■ 個々のチームワーク形成と地域の支援体制の構築の必要性

■ コーディネート・スーパービジョンの必要性


